
顧客との信頼を支える新たな IT 資産管理システムを
オンプレミスの 10 分の 1 のコストで AWS 上に構築
事業拠点の拡張やリモートワーク対応にも大きな効果

株式会社九州機設

拠点の拡張、リモートワーク対応に伴って
ますます重要になる PC などの IT 資産管理

ガソリン、鉄、プラスチック、化学繊維、医薬
品など、私たちの暮らしを支えるさまざま
な製品を生み出すプラントの機械設計をコ
ア事業として、多くの顧客から高く評価さ
れる株式会社九州機設。同社が手がけるプ
ラントの約 6 割は海外であり、その活躍の
場は ASEAN 諸国やアメリカ、ヨーロッパ
など世界各国に広がっています。
「この数年、設計図の納品は紙から電子デー
タに移行し、当社のお客様であるゼネコン
やメーカー各社も多くがクラウドを活用す
るようになっています。こうした環境の中
で、当社においても機密性の高いデータの
セキュリティ対策を踏まえたクラウド活用
を推進し、数年前には基幹システムの SaaS 
移行を完了しました」と語るのは、同社の代
表取締役社長を務める加治耕二氏です。
2021 年にはミャンマーに現地法人の設立
を予定するなど、順調に事業を拡大する同
社にとって次の課題となったのは、社内の
クライアント PC などの IT 資産管理でし
た。この点について、総務課 課長の由良信
明氏は次のように話します。
「海外の拠点拡張以外にも、今後は国内にお
けるサテライトオフィスの設置も考えてい
ることから、PC などの IT 資産管理はます
ます重要になります。そのような背景から、
数年前から IT 資産管理システムの導入の
検討を行ってきましたが、コロナ禍の影響

で 2020 年 4 月から当社の約 20 名の設計
技術者が在宅で業務を行うことになり、急
務の課題となりました。」

オンプレミスの 10 分の 1 のコストで
新たな IT 資産管理基盤を AWS 上に構築

いくつかのベンダーから提案を募ったとこ
ろ、九州機設が求めるソフトウェアとして
の要件に最も適していたのが、エムオー
テックス株式会社が提供する IT 資産管理
システム「LanScope Cat」でした。しかも、
AWS のテクノロジーパートナーでもある
同社の「LanScope Cat」は、AWS クラウド
環境上でも多くの稼働実績があります。総
務課 IT 担当の中井健太郎氏は、選定の経緯
について次のように説明します。
「政府や大企業が導入している点を踏まえ
ても、AWS は安定性や拡張性、またセキュ
リティ面での信頼性といった点では問題な
いと考えていましたが、一方でコストが割
高になるのではないかという不安がありま
した。しかし、オンプレミスを前提とした見
積もりが機器のコストだけで約 170 万円
であったのに対して、Amazon EC2 インス
タンスなどにかかるコストは月額で 1 万 
7,000 円程度でした。また、私たちは中堅・
中小企業ということもあって、人的なリ
ソースが限られています。その点について 
AWS の担当者とも話をしたところ、さまざ
まなアドバイスをもらえたことから運用上
の不安も払拭することができました」

その後、2020 年 7 月から約 1 ヶ月間で
行った試験運用での良好な結果を受けて、
AWS クラウドを基盤とした「LanScope 
Cat」の正式採用を決定した同社では、10 
月から本番環境の構築に着手し、11 月から
無事に運用を開始しています。
導入パートナーとしてこのプロジェクトを
支援したエムオーテックス株式会社の下準
平氏は「新たな投資に見合った価値を引き
出そうという九州機設様の熱意にクラウド
ならではのメリットも加わって、短期間で
の導入を実現することができました。数多
くの中堅・中小企業様にご採用いただいて
いる『LanScope Cat』ですが、その中でも 
AWS を活用した今回のプロジェクトは、貴
重なモデルケースになると考えています」
と話します。

業務の信頼性の担保と同時に
人的リソースのシフトも可能に

LanScope Cat を導入する以前、九州機設
では PC などの IT 資産管理を Excel で作
成した管理台帳で行っていました。しかし、
そこで管理されていたのはコンピュータ
名、利用者、IP アドレスといった基本情報
が中心で、新たな PC を購入した際や何か
のイベントが発生した際にだけ更新すると
いう運用でした。
「お客様に納品する設計データなどを扱う 
PC は、本来であればセキュリティ要件も含
めて、すべてで同等の環境が維持されてい
なければいけません。LanScope Cat を導入
した現在は、CPU やメモリ、OS やインス
トールしたアプリケーションのバージョン
といった最新情報を一元的に把握すること
ができます。また、誰がいつ、どのデータを
操作したかといった情報もすぐにわかるこ
とで、お客様との取引を支える業務の信頼
性が担保されるようになりました」（由良氏）
同様に加治社長も、経営的な視点での効果
について次のように評価します。

「そもそも業務を支えるシステム運用は、
サーバーの管理も含めて人手に依存するこ
とは望ましくありません。今回、AWS とい
う安定したクラウド基盤上で、新たな IT 資
産管理システムを構築できたことでハード
ウェアの管理負荷から解放され、限られた
人的リソースをより重要な業務にシフトで
きるようになったことは大きな成果です」

顧客に納品する CAD データなど
重要な業務資産のクラウド移行も検討

今後について、九州機設では次なるクラウ
ド活用の課題として、CAD データなどの
データ管理を挙げています。本社の建屋は 
3 棟あり、現在はそれぞれにネットワーク
ストレージが設置され、物理的なケーブル
を介してアクセスできる環境が構築されて
います。しかし、テレワークの恒常化やさら
なる拠点の増設を考えると、これらの業務
データはクラウド上に移行し、物理的な拠
点の制約に縛られない環境を整備していく
必要があります。
「すでにストレージサービスも利用してい
ますが、転送速度などのパフォーマンスは
十分ではないため、マネージド型のファイ
ルサーバー Amazon FSx for Windows 
Server を使えば BCP の観点からも有効で
あることから、現在移行の検討をしていま
す」（中井氏）
事業の成長段階に応じて、セキュリティや 
IT 資産管理の品質を高めていくことは必
然的な課題です。AWS の活用によって、そ
の実現に向けた第一歩を踏み出した九州機
設。加治社長自身が「AWS の本格的な活用
はまだ始まったばかりですが、私たちのよ
うな中堅・中小企業の業務課題、経営課題の
解決策として、AWS の技術には今後も期待
を寄せています」と話す通り、AWS のクラ
ウドソリューションはこれからも同社の事
業の成長において、大きな貢献を果たして
いくはずです。

石油分野をはじめとするプラントを中心に、機械設計のスペシャリストとして多くのエ
ンジニアリング企業を支え続ける株式会社九州機設。近年における事業領域の拡大
や新たな海外拠点の設立、またコロナ禍に伴うリモートワーク対応の中で同社にとっ
て課題となっていたのが、顧客に納品する設計データなどを扱うクライアント PC な
どの IT 資産管理でした。その解決策として、同社はエムオーテックス株式会社が提
供する IT 資産管理システム「LanScope Cat」を AWS クラウド環境上に実装。オンプ
レミスと比べて 10 分の 1 のコストで新たな IT 資産管理基盤を構築するとともに、
顧客との信頼を支えるセキュリティやデータガバナンスの強化を実現しました。
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● 事業拠点の拡張やリモートワーク対応
に伴う IT 資産管理の強化

● 限られた人的リソースでの効率的な
業務システム運用
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AWS 導入後の効果と今後の展開
● 社内 PC のリアルタイムな状況把握
● Excel を利用していた PC 管理台帳が
不要に

● ハードウェアの管理負荷の解消
● 限られた人的リソースをより重要な業
務にシフト

● CAD データを格納するファイルサー
バーの移行も検討

お客様導入事例：エンジニアリング
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「Secure Productivity」をビジョン
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る安全と生産性の両立を追求する
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